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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【手続補正書】
【提出日】平成29年1月6日(2017.1.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　個体におけるがんを処置するための組成物であって、該組成物は、タキサンおよびアル
ブミンを含むナノ粒子を含み、有効量の該組成物が該個体に投与され、ここで、Ｋ－ｒａ
ｓ変異状態が、処置のために該個体を選択するための基礎として使用されることを特徴と
する、組成物。
【請求項２】
　前記個体がＫ－ｒａｓ変異を有する場合に、該個体が処置のために選択される、請求項
１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記Ｋ－ｒａｓ変異が、Ｋ－ｒａｓアミノ酸配列のＧ１２、Ｇ１３、Ｓ１７、Ｐ３４、
Ｑ６１、Ｋ１１７またはＡ１４６のうちの１つまたはそれより多くにある、請求項１また
は２に記載の組成物。
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【請求項４】
　前記Ｋ－ｒａｓ変異が、Ｇ１２Ｃ、Ｇ１２Ｓ、Ｇ１２Ｒ、Ｇ１２Ｆ、Ｇ１２Ｌ、Ｇ１２
Ｎ、Ｇ１２Ａ、Ｇ１２Ｄ、Ｇ１２Ｖ、Ｇ１３Ｃ、Ｇ１３Ｒ、Ｇ１３Ａ、Ｇ１３Ｓ、Ｇ１３
Ｄ、Ｇ１３Ｖ、Ｇ１３Ｐ、Ｓ１７Ｇ、Ｐ３４Ｓ、Ｑ６１Ｋ、Ｑ６１Ｌ、Ｑ６１Ｒ、Ｑ６１
Ｈ、Ｋ１１７Ｎ、Ａ１４６Ｐ、Ａ１４６ＴおよびＡ１４６Ｖからなる群より選択される１
つまたはそれより多くである、請求項１～３のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項５】
　有効量の治療剤が、前記組成物と組み合わせて前記個体に投与されることをさらに特徴
とする、請求項１～４のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項６】
　前記治療剤が化学療法剤または抗体である、請求項５に記載の組成物。
【請求項７】
　前記化学療法剤がゲムシタビンである、請求項６に記載の組成物。
【請求項８】
　有効量の前記組成物を前記個体に投与することの前に、該個体の前記Ｋ－ｒａｓ変異状
態が決定される、請求項１～７のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項９】
　前記組成物が、静脈内投与されることを特徴とする、請求項１～８のいずれか一項に記
載の組成物。
【請求項１０】
　前記タキサンがパクリタキセルである、請求項１～９のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記組成物における前記ナノ粒子が、前記アルブミンでコーティングされた前記タキサ
ンを含む、請求項１～１０のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１２】
　前記組成物における前記ナノ粒子が、約２００ｎｍ未満の平均直径を有する、請求項１
～１１のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１３】
　前記組成物における前記ナノ粒子中のアルブミンとパクリタキセルとの重量比が、約９
：１以下である、請求項１～１２のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１４】
　前記組成物における前記ナノ粒子中のアルブミンとパクリタキセルとの重量比が、約９
：１である、請求項１～１３のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１５】
　前記アルブミンがヒト血清アルブミンである、請求項１～１４のいずれか一項に記載の
組成物。
【請求項１６】
　前記個体がヒトである、請求項１～１５のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１７】
　１）タキサンおよびアルブミンを含むナノ粒子を含む組成物と、２）Ｋ－ｒａｓ変異状
態を決定するための薬剤とを含む、キット。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　本発明のこれらの態様および利点、ならびに他の態様および利点は、後続の詳細な説明
および付属の特許請求の範囲から明らかとなる。本明細書に記載される多様な実施形態の
１つの特性、一部の特性、またはすべての特性を組み合わせて、本発明の他の実施形態を
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形成することができる。
　特定の実施形態では、例えば以下が提供される：
（項目１）
　個体におけるがんを処置する方法であって、タキサンおよびアルブミンを含むナノ粒子
を含む有効量の組成物を該個体に投与するステップを含み、Ｋ－ｒａｓ変異状態が、処置
のために該個体を選択するための基礎として使用される、方法。
（項目２）
　前記個体がＫ－ｒａｓ変異を有する場合に、該個体が処置のために選択される、項目１
に記載の方法。
（項目３）
　前記Ｋ－ｒａｓ変異が、Ｋ－ｒａｓアミノ酸配列のＧ１２、Ｇ１３、Ｓ１７、Ｐ３４ま
たはＱ６１のうちの１つまたはそれより多くにある、項目１に記載の方法。
（項目４）
　前記Ｋ－ｒａｓ変異が、Ｇ１２Ｃ、Ｇ１２Ｓ、Ｇ１２Ｒ、Ｇ１２Ｆ、Ｇ１２Ｌ、Ｇ１２
Ｎ、Ｇ１２Ａ、Ｇ１２Ｄ、Ｇ１２Ｖ、Ｇ１３Ｃ、Ｇ１３Ｓ、Ｇ１３Ｄ、Ｇ１３Ｖ、Ｇ１３
Ｐ、Ｓ１７Ｇ、Ｐ３４Ｓ、Ｑ６１Ｋ、Ｑ６１Ｌ、Ｑ６１ＲおよびＱ６１Ｈからなる群より
選択される１つまたはそれより多くである、項目３に記載の方法。
（項目５）
　前記Ｋ－ｒａｓ変異が、Ｋ－ｒａｓアミノ酸配列のＧ１２、Ｇ１３、Ｑ６１、Ｋ１１７
またはＡ１４６のうちの１つまたはそれより多くにある、項目１に記載の方法。
（項目６）
　前記Ｋ－ｒａｓ変異がＧ１２Ｃ、Ｇ１２Ｒ、Ｇ１２Ｓ、Ｇ１２Ａ、Ｇ１２Ｄ、Ｇ１２Ｖ
、Ｇ１３Ｃ、Ｇ１３Ｒ、Ｇ１３Ｓ、Ｇ１３Ａ、Ｇ１３Ｄ、Ｇ１３Ｖ、Ｑ６１Ｋ、Ｑ６１Ｌ
、Ｑ６１Ｒ、Ｑ６１Ｈ、Ｋ１１７Ｎ、Ａ１４６Ｐ、Ａ１４６ＴおよびＡ１４６Ｖからなる
群より選択される１つまたはそれより多くである、項目５に記載の方法。
（項目７）
　前記Ｋ－ｒａｓ変異が、Ｋ－ｒａｓアミノ酸配列のＧ１２、Ｇ１３またはＱ６１のうち
の１つまたはそれより多くにある、項目１に記載の方法。
（項目８）
　前記Ｋ－ｒａｓ変異がＧ１２Ｃ、Ｇ１２Ｒ、Ｇ１２Ｓ、Ｇ１２Ａ、Ｇ１２Ｄ、Ｇ１２Ｖ
、Ｇ１３Ｃ、Ｇ１３Ｒ、Ｇ１３Ｓ、Ｇ１３Ａ、Ｇ１３Ｄ、Ｑ６１Ｋ、Ｑ６１Ｌ、Ｑ６１Ｒ
およびＱ６１Ｈからなる群より選択される１つまたはそれより多くである、項目７に記載
の方法。
（項目９）
　有効量の治療剤を前記個体に投与するステップをさらに含む、項目１に記載の方法。
（項目１０）
　前記治療剤が化学療法剤または抗体である、項目９に記載の方法。
（項目１１）
　前記化学療法剤がゲムシタビンである、項目１０に記載の方法。
（項目１２）
　タキサンおよびアルブミンを含むナノ粒子を含む有効量の前記組成物を前記個体に投与
するステップの前に、該個体の前記Ｋ－ｒａｓ変異状態を決定するステップを含む、項目
１に記載の方法。
（項目１３）
　タキサンおよびアルブミンを含むナノ粒子を含む前記組成物が、静脈内投与される、項
目１に記載の方法。
（項目１４）
　前記タキサンがパクリタキセルである、項目１に記載の方法。
（項目１５）
　前記組成物における前記ナノ粒子が、前記アルブミンでコーティングされた前記タキサ
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ンを含む、項目１に記載の方法。
（項目１６）
　前記組成物における前記ナノ粒子が、約２００ｎｍ未満の平均直径を有する、項目１に
記載の方法。
（項目１７）
　前記アルブミンがヒト血清アルブミンである、項目１に記載の方法。
（項目１８）
　前記個体がヒトである、項目１に記載の方法。
（項目１９）
　１）タキサンおよびアルブミンを含むナノ粒子を含む組成物と、２）Ｋ－ｒａｓ変異状
態を決定するための薬剤とを含む、キット。
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